
みどり市都市計画マスタープランを改定します
（ 2024年度改定予定）

パネル展示のおさらい
みどり市の現状とまちづくりの課題都市計画マスタープランとは

各種意向調査結果



全体構想

●将来都市像

将来都市構造

●まちづくりの目標

●将来都市構造図

●将来都市構造の視点

パネル展示のおさらい
将来都市構造

●土地利用方針図
政策テーマ別構想

分野別構想
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都市計画マスタープランの改定は、以下のスケジュールで進めています。
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地域別構想の検討

実現化方策の検討

計画の改定

意向調査

市民・農地所有者・事業者
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地域別構想
地域別構想は、「全体構想」を各地域の現状と照らし合わせて、どのような地域づくりを取り組むのかを示すものです。

拠点連携の考え方 地域区分

＝

地域区分は、以下の判断基準により区分しました。

地域区分

＜重点施策展開ゾーン＞

地域区分の基本的な考え方

①将来的な市街地拡大の可能性の有無 ②良好な環境を有する都市形成に対する支障の有無

拠点間の連携を強化
＋

各地域の現状(強み・弱み)
に合わせた地域づくり

に取り組む

みどり市全体が今より
便利で快適なまちになる

◯南部地域 （笠懸町全域、大間々町南部） ◯北部地域 （大間々町北部、東町全域）

地域区分の基本的な考え方を踏まえて、次のとおり地域区分を設定します。

また、将来都市像の実現に向けて特に「重要性」が高く、現時点で早急に対応が求められている施策、他分野
にわたる課題で相乗効果が期待される施策、先導的で波及効果が期待される施策等を優先的に取り組むべき地域
として『重点施策展開ゾーン』を位置付けます。

◯渡良瀬幹線産業ゾーン◯赤城・大間々ゾーン◯岩宿・阿左美ゾーン



地域別構想図【南部地域】

つながりによりにぎわいと魅力を生みだす居心地のよいまち

◯主な現状 ◯将来像

◯地域づくりの方針

【南部地域】

強み
• 子育て世代等の若年層の転入が多く「まちのまとまり」を形成
• 岩宿遺跡など地域固有の資源を活用した観光まちづくりを実施
• 稲荷山、阿左美沼等の自然資源が存在
• 丘陵等の豊かな自然資源が存在
• 渡良瀬川をはじめとする豊かな自然資源が存在
• 幹線道路沿道等に多くの商業施設が立地
弱み
• 用途地域が未指定であり住宅・商業・工業・農地等が混在
• 市街地が無秩序に広がり農地の宅地化や住宅等のバラ建ちが進行
• 急速な市街化進行により基盤整備が遅れている
• 住宅街に空き家や空き地が目立つ
• 住民１人当たりの公園面積が不足
• 局地化した降雨による道路冠水等の被害が発生
• 生活道路の一部で安全な歩行が困難
• 公共交通の利用者数が減少傾向
• 過去に建設された公共施設が大量に更新時期を迎える

〇まちのまとまりを維持します
市外からの転入者等を既存集落に居住誘導

〇自然環境を保全し活用します
良好な自然的土地利用の保全
鹿田山周辺における新たな風致公園として
の整備推進

〇里山を保全し観光に活かします
岩宿遺跡周辺の整備と保全
岩宿博物館等の観光施設の計画的な維持管
理
観光拠点と周辺都市をつなぐ公共交通ネッ
トワークの構築

〇居住・営農環境を整えます
地域特性に応じた土地利用の規制誘導策の
推進
借家居住者等に市内空き家のPRと居住誘
導

〇生活環境を改善します
将来計画に基づく基盤整備（下水道整備
等）促進

〇農地を保全し農業を活性化します
担い手の要望に沿った整備検討

〇空き家空き地を活用します
使用者の意向を反映した空き家改修支援
管理不全空き家の除却促進

〇公園を整備します
空き地等を活用した適正な公園整備の推進

〇災害・安全対策を実施します
浸水対策の促進



地域別構想図【南部地域】

歴史・文化と多様な生活サービスが融合した
にぎわいと活力のある魅力あふれるまち

〇周辺都市との連携・交流を強化します〇歴史や伝統文化を継承していきます
鉄道駅間の公共交通等による連結本町通りの歴史的街並みの維持
既存集落と地域拠点・観光拠点・周辺都市大間々博物館等の計画的な維持管理
等をつなぐ公共交通ネットワークの構築〇観光を活性化します

〇商店街を再生します老朽化した観光施設の計画的な修繕
使用者の意向を反映した空き店舗改修支援新たな観光地の創生への支援

◯主な現状

◯将来像

◯地域づくりの方針

広域ネットワークと多様な生活サービスによる
にぎわいと交流の輪が広がるまち

〇交通拠点の機能を強化します〇生活拠点を便利にします
岩宿駅周辺整備計画の推進幹線道路沿道への商業施設誘導
鉄道駅間の公共交通等による連結市内巡回バスの導入検討
地域拠点と周辺都市をつなぐ公共交通ネッ鉄道駅周辺への都市機能誘導
トワークの構築〇交通環境を改善します

関係部局と連携した渋滞の解消

◯地域づくりの方針

良好な交通アクセスと産業の集積による活気あふれるまち

◯産業の発展を支援します◯幹線道路の整備を促進します
産業適地への企業誘致国道50号前橋笠懸道路や渡良瀬幹線
既存企業の業務展開や新たな起業の支援道路等の整備促進

◯土地利用区分を明確にします
用途地域や地区計画の導入検討

• 大間々本町通り周辺は歴史的な街並みを形成強み
• 民俗・祭りなどの無形民俗文化財が存在
• ながめ余興場や高津戸峡など地域資源を活用した観光まちづくりを実施
• 旧店舗や蔵を活用した観光への新たな取組が進行
• 商店街（本町通り周辺）で空き店舗や空き地が増加弱み

◯主な現状

• 国道50号や主要地方道桐生伊勢崎線などの幹線道路が通過強み
• 幹線道路沿線に大型商業施設が複数立地
• 岩宿駅周辺の整備計画が進行中
• 駅周辺や市街地等に慢性的な渋滞が発生弱み

◯将来像

◯主な現状

• 北関東自動車道太田藪塚ＩＣに接続する幹線道路が供用開始強み
• 国道50号前橋笠懸道路や渡良瀬幹線道路の整備が進行中
• 広域幹線道路の整備による無秩序な開発の懸念弱み

◯将来像

◯地域づくりの方針

交通結節機能の強化
・大間々駅、赤城駅間の
鉄道利用促進

地区拠点の連携
・公共交通ネットワークによる
拠点間の連携の強化

交通結節機能の強化
・岩宿駅周辺整備計画の
推進

交通結節機能の強化
・駅周辺の整備に伴う
交通結節機能の強化

地区拠点の連携
・公共交通ネットワークによる
拠点間の連携の強化

幹線道路の整備
・渡良瀬幹線道路の
整備促進

【赤城・大間々ゾーン】

【岩宿・阿左美ゾーン】

【渡良瀬幹線産業ゾーン】

幹線道路の整備
・国道50号バイパスの
整備促進



地域別構想図【北部地域】
【北部地域】

美しい自然と共生した交流とやすらぎのまち◯主な現状 ◯将来像

◯地域づくりの方針強み
• 森林や渡良瀬川等の豊かな自然資源が存在
• 小平の里や貴船神社、富弘美術館など地域固有の資源を活用
した観光まちづくりを実施

• 希少な野生動植物が生息
• 渡良瀬幹線道路の整備が計画
• 首都圏と日光をつなぐ国道122号が通過
• 路線バスが運行
• 1路線5駅でわたらせ渓谷鐵道が運行
弱み
• 農林地所有者の高齢化が進行し担い手が不足
• 地域に生活サービス施設が不足
• 山間部では降雨時に小規模な土砂流出が発生
• 生活道路の一部で安全な歩行が困難
• 公共交通の利用者数が減少傾向
• 過去に建設された公共施設が大量に更新時期を迎える

〇まちのまとまりを維持します〇豊かな自然を保全し活用します
市外からの転入者等を既存集落に居住誘導良好な自然的土地利用の保全

〇生活環境を改善します環境保全を前提とした観光施設の整備推進
居住環境向上のための浄化槽設置整備事業過度な都市開発や観光開発の抑制
の推進公共施設の有効活用検討遊休農地の集約化等の検討

〇災害・安全対策を実施します〇観光を活性化します
進行中の幹線道路整備推進老朽化した観光施設の計画的な維持管理
安全な土地への居住誘導の検討・更新
生活道路の交通安全施設等の整備推進地域資源を活用した観光まちづくりの推進
公共施設や民間施設等を活用した避難所の〇周辺都市との連携・交流を強化します
確保鉄道を含めた交通ネットワークの構築
住宅及び施設の耐震化促進居住地域と市内中心部・観光拠点・
管理不全空き家の再活用や除却周辺都市をつなぐ公共交通ネット
老朽化した公共施設の計画的・効率的な維ワークの構築
持管理・更新



まちのまとまりの維持
・既存集落のまとまりの維持
・農業の活性化

交通結節機能の強化
・大間々駅、赤城駅間の
鉄道利用促進

幹線道路の整備
・渡良瀬幹線道路の
整備促進

地区拠点【岩宿駅・阿左美駅周辺】
・豊かな日常を生み出す地域拠点の形成

観光拠点
・スポーツ、
健康、憩い

産業拠点
・産業系土地利用の促進

自然環境の保全・活用
・良好な自然的土地利用の
保全

幹線道路の整備
・国道50号バイパスの
整備促進

まちのまとまりの維持
・既存集落のまとまりの維持
・農業の活性化

産業拠点
・工業団地における
産業拠点の形成

自然環境の保全・活用
・貴重な水辺資源の
整備の推進

自然環境の保全（高津戸風致地区）
・自然景観の維持

交通結節機能の強化
・駅周辺の整備に伴う
交通結節機能の強化

自然環境の保全・活用
・良好な自然的土地利用の保全

自然環境の保全
（阿左美・山寺山風致地区）
・自然景観の維持

観光拠点
・観光まちづくり

地区拠点【大間々駅・赤城駅周辺】
・豊かな日常を生み出す地域拠点の形成

産業拠点
・工業団地における
工業系土地利用の維持

地区拠点の連携
・公共交通ネットワークによる
拠点間の連携の強化

交通結節機能の強化
・岩宿駅周辺整備計画の
推進

観光拠点
・歴史、文化



観光拠点
・観光まちづくり

まちのまとまりの維持
・既存集落のまとまりの維持
・農林業の活性化

幹線道路の整備
・渡良瀬幹線道路の
整備促進

まちのまとまりの維持
・既存集落のまとまりの維持
・農林業の活性化

花輪駅周辺

・地域住民の生活を支える拠点の形成

豊かな自然の保全・活用
・良好な自然的土地利用の保全
・環境保全を前提とした観光振興

観光拠点
・観光まちづくり


